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14

○
日
時
　
８
月
18
日
(土)

　
午
後
１
時
か
ら
　

○
場
所
　
筑
波
大
学

○
願
書
　
県
内
保
健
所
に
て
配
布

○
受
付
　
７
月
５
日
(木)
・
６
日
(金)
に

県
内
保
健
所
へ
直
接
持
参

※ 

試
験
詳
細
は
、
古
河
保
健
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
古
河
保
健
所

（32）
３
０
２
１

○
日
時
　
５
月
18
日
(金)
、
６
月
15
日

(金)
、
７
月
20
日
(金)
、
８
月
24
日
(金)
、

９
月
21
日
(金)
、
10
月
19
日
(金)

　
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

○
場
所
　
古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

○
定
員
　
各
科
10
名

○
お
申
し
込
み
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
「
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
４
日
く
ら
い
前
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

　

（76）
０
０
４
９

○
受
験
資
格

１
．
平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者
も
し
く
は
平

成
25
年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

２
．
人
事
院
が
前
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

○
試
験
の
程
度

　
高
等
学
校
卒
業
程
度

○
受
験
申
込
期
間
及
び
申
込
方
法

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　
６
月
26
日
(火)
午
前
９
時
か
ら
７
月

５
日
(木)
ま
で
（
受
信
有
効
）

http://w
w
w
.jinji-shiken.go

.jp/juken.htm
l

２
．
郵
送
ま
た
は
持
参
申
込
み

７
月
２
日
(月)
か
ら
７
月
10
日
(火)
ま
で

（
７
月
10
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院

各
地
方
事
務
局
に
申
込
書
を
提
出

○
試
験
日

第
１
次
試
験
　
９
月
９
日
(日)

第
２
次
試
験
　
10
月
18
日
(木)
か
ら

10
月
25
日
(木)
ま
で
の
間
の
指
定
す
る

１
日
（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で

指
定
す
る
日
時
）

○
お
問
い
合
わ
せ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　
人
事
院 

人
材
局 

試
験
課

　

０
３
（
３
５
８
１
）
５
３
１
１

　
内
線
　
２
３
３
３

・
そ
の
他

　
関
東
信
越
国
税
局 

人
事
第
二
課 

　

０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

　
内
線
　
２
０
９
５

■
平
成
24
年
度

　
税
務
職
員
募
集

　
そ
れ
は
男
女
が
お
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
責
任
も
分

か
ち
合
い
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
で
す
。

　
平
成
11
年
６
月
制
定
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
で
は
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
を
こ
の
よ
う
に

定
義
づ
け
て
い
ま
す
。
男
女
が
、

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参

画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ

て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済

的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
で
す
。

（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第

２
条
第
１
号
か
ら
）

■
ど
ん
な
社
会
な
の
？

○ 

人
は
誰
で
も
、
た
く
さ
ん
の
可

能
性
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
「
女
だ
か
ら
」
と
か
「
男

だ
か
ら
」
と
い
う
だ
け
で
そ
の

可
能
性
が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か

し
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
を
認

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
。

そ
れ
は
女
性
に
新
た
な
可
能
性

を
開
く
と
同
時
に
男
性
に
も
新

た
な
可
能
性
の
扉
を
開
く
社
会

で
す
。

○ 

個
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
自
ら

の
意
思
に
基
づ
い
て
、
生
き
方

を
選
択
で
き
る
社
会
。
社
会
の

構
成
員
と
し
て
家
庭
、
学
校
、

地
域
、
職
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
、
男
性
も
女
性
も
人
と
し

て
共
に
考
え
、
共
に
取
り
組
む

社
会
で
す
。

○ 

も
の
ご
と
の
決
定
段
階
に
参
加

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
計
画
し

て
い
く
段
階
か
ら
主
体
的
に
関

わ
っ
て
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い

く
の
が
参
画
で
す
。
政
治
や
行

政
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
、

地
域
活
動
、
教
育
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
、
自
ら
の
意
思
に
基

づ
い
て
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
る
社
会
で
す
。

○ 

男
女
が
互
い
に
協
力
し
、
ゆ
と

り
を
も
ち
、
家
庭
生
活
と
仕
事

や
地
域
活
動
を
行
い
、
責
任
を

分
担
し
な
が
ら
、
人
間
ら
し
い

生
き
方
が
楽
し
め
る
社
会
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

（
町
民
税
務
課
）

　
平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓
口
の

受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日

　
６
月
29
日
(金)
午
後
７
時
ま
で

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

対象税等 町税等 介護保険料 保育料 学校給食費 上下水道料金 下水道
受益者負担金

担当課
（場所） 町民税務課 健康福祉課 健康福祉課 教育委員会

（中央公民館）
上下水道課

（川妻浄水場）
上下水道課

（川妻浄水場）

担　当
グループ 税　務Ｇ 高齢者支援Ｇ 社会福祉Ｇ 学校教育Ｇ 水　道Ｇ

下水道Ｇ 下水道Ｇ

電　話 （84）1966 （84）0006 （84）0006 （84）1462 （84）3000 （84）3000

町
税
等
夜
間
収
納
窓
口
の
開

設
に
つ
い
て

■
平
成
24
年
度
　
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
（
自
動
車
整
備

科
・
板
金
科
）
参
加
者
募
集

■
平
成
24
年
度
茨
城
県
調
理

師
及
び
製
菓
衛
生
師
試
験


